
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤大介（静岡聖光学院中学・高校 教諭）

２０２０年８月１１日朝刊

記事を読んで、問いに答えなさい。解答欄が足りない場合は、裏面に記すこと。

③海洋プラごみ対策は、国連の掲げる持続可能な開発目標（SDGｓ）達成に向けた課題の一つになってい
る。海洋プラごみ対策が関係する SDGｓの目標１４とは何か。

④海外で進められている海洋プラごみ対策には、どのような例があるのか。記事を参考にしながら具体例
を説明しなさい。

①熱海市マリンサービスの未来創造部と熱
海市のグリーンエネルギー推進協議会が、
プラスチックごみの海洋流出防止を図るた
めに、同市を流れる糸川の河口ではじめた
プロジェクトを何というか。記事の中から抜
き出して答えなさい。

（ ）

②前問①のプロジェクトでは、糸川を流れて
きたプラごみを受け止めるために幅約２２
メートルの河口を横断するようにネットを
張っているが、ネットの深さは約１メートルと
なっていることが記事から読み取れる。ネッ
トの深さが約１メートルになっている理由を、
記事を参考にしながら説明しなさい。
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（ プラキャッチプロジェクト ）

②前問①のプロジェクトでは、糸川を流れて
きたプラごみを受け止めるために幅約２２
メートルの河口を横断するようにネットを
張っているが、ネットの深さは約１メートルと
なっていることが記事から読み取れる。ネッ
トの深さが約１メートルになっている理由を、
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解答例

（例）糸川への魚の遡上
を阻害しないようにする
ため。

海の豊かさを守ろう

（例）水車の力で水中のごみをすくい上げて運搬船に乗せたり、水路
の底から気泡を発生させてごみを浮上させて収集したりする対策


